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２
０
０
５
年
６
月
１２
日

（日
）
、

新
宿
駅
西
日
の
高
層
ビ
ル
街
で

一

番
最
初
に
建
設
さ
れ
た
京
エ
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
の
最
上
階
４７
階
の
会
議

室
に
お
い
て
、
第

７
回
総
会

・
懇

親
会
を
開
催
し
た
。
総
会
参
加
者

４０
名
、
懇
親
会
参
加
者
は
４３
名
で
、

懇
親
会
で
は
、
新
規
加
入
者
の
紹
介

・

挨
拶
、
遠
方
か
ら
の
参
加
者
の
挨
拶
、

各
同
好
会
活
動
の
紹
介
、
抽
選
会

と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
企
画
の
中
、

あ

っ
と

い
う
間
に
２
時
間
が
経
過

し
た
。

多
く
の
参
加
者

（
３５
名
）
は
引

き
続
き
開
催
し
た
２
次
会
に
参
加
し
、

さ
ら
に
２
時
間
、
大
き
な
テ
ー
ブ

ル
２
つ
に
分
散
し
、
駿
河
台
時
代

の
こ
と
、
近
況
、
仲
間
の
情
報
交

換
な
ど
談
論
活
発
に
行

っ
た
。

こ
の
あ
と
も
、
別
れ
が
た
い
気

持
ち
が
非
常
に
強

い
仲
間
た
ち
１６

名
は
、
３
次
会

へ
と
雪
崩
れ
込
ん

だ
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
状
況
は

幸
い
に
も
聞
き
漏
ら
し
て
い
る
の
で
、

詳
細
は
残
念
な
が
ら
記
載
で
き
な
い
。

ご
容
赦
を
乞
う
。

総
会
は
午
後
３
時
に
始
ま
り
、

司
会
に
江
川
幹
事

（経
済
学
部
）

を
選
任
し
、
森
会
長

（経
済
学
部
）

の
挨
拶
、
議
長
、
議
事
録
署
名
人

の
選
任
が
行
わ
れ
、
議
長
に
は
小

野
塚
幹
事

（理
工
学
部
）
が
、
議

事
録
署
名
人
に
は
、
菊
田
幹
事

（法

学
部
）
、
佐
藤
豊
幹
事

（経
済
学
部
）

が
選
任
さ
れ
た
。

１
　
議
題

０
２
０
０
４
年
度
事
業
報
告
な
ら

び
に
決
算
に
つ
い
て

①

２
０
０
４
年
度
事
業
報
告
は
、

石
坂
幹
事
長
か
ら
、

「
白
門
４８
会

支
部
活
動
報
告
」
に
よ
り
説
明
が

な
さ
れ
た
。

②

２
０
０
４
年
度
決
算
報
告
は
、

国
領
会
計
部
会
長
か
ら
、
平
成
１６

年
度

「白
門
４８
会
」
決
算
報
告
書

に
よ
り
説
明
が
な
さ
れ
た
。

③
監
査
報
告
は
、
弘
中
会
計
監
査

か
ら
、
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る

旨
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。
特
に
意

見
が
な
く
承
認
さ
れ
た
。

②
２
０
０
５
年
度
事
業
計
画

（案
）

に
つ
い
て

石
坂
幹
事
長
か
ら
、
①
会
員
と

の
交
流
強
化
と
新
規
会
員
の
勧
誘
、

②
母
校
１
２
５
周
年
記
念
事
業

ヘ

の
協
力
な
ど
を
重
点
事
項
と
し
て

以
下
の
事
業
を
実
施
す
る
と
、
説

明
が
な
さ
れ
た
。

①

２
０
０
４
年
度
に
立
ち
上
げ
た

関
西
支
部
会
と
の
定
期
交
流
化
と
、

新
た
に
東
北
支
部
会
を
立
ち
上
げ
る
。

②
ｌＯ
月
２３
日

（日
）
多
摩
キ
ャ
ン

パ
ス
で
全
卒
業
生
を
対
象
に
行
わ

れ
る
第
１６
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

ー
に
、
会
と
し
て
積
極
的
に
参
加
し
、

新
た
な
仲
間
を
増
や
す
。

③

ｌ
２
５
周
年
記
念
事
業

へ
の
協

力

の
た
め
の
１
回
５
千
円
の
募
金

の
依
頼
を
会
員
に
行
う
。

０
２
０
０
５
年
度
予
算

（案
）
に

つ
い
て

国
領
会
計
部
会
長
か
ら
、
平
成

‐７
年
度

「白
門
４８
会
」
予
算

（案
）

に
よ
り
説
明
が
な
さ
れ
た
。

①
収
入
の
部
で
は
、
会
費
収
入
は

平
成
１６
年
度
の
実
績
を
踏
ま
え
て

計
上
し
た
。
ま
た
、
１
２
５
周
年

活
動
経
費
は
、
自
門
４８
会
扱

い
の

寄
付
金
の
昨
年
度
増
加
分
５
％
を

計
上
し
た
。

②
支
出
の
部
で
は
、
例
年
と
大
き

な
変
更
は
な

い
が
、
予
備
費
は
、

新
規
会
員
の
募
集

の
た
め
の
通
信

費
な
ど
柔
軟
性
を
持
た
せ
て
執
行

を
考
え
て
い
く
。

②
、
０
と
も
承
認
さ
れ
た
。

④
母
校
の
１
２
５
周
年
記
念
事
業

へ
の
協
力
に
つ
い
て

森
会
長
か
ら
、
以
下
の
通
り
提

案
説
明
が
な
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

（次
ペ
ー
ジ

ヘ
）

♂=F::ヽ鑢
.驀√

・

新
会
長
に
、
堀
井

勉
氏
を
選
任

<懇 親会の後新旧会長を中心に記念撮影>



①

白
門
４８
会
の
目
標
額
は
１
十
万

円
で
あ
る
が
、
現
在
６
０
０
万
円

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

②
目
標
額
達
成
に
向
け
て
、
１
人

１
回
５
千
円
で
、
自
門
４８
会
が
取

り
ま
と
め
、
創
立
１
２
５
周
年
記

念
プ

ロ
ジ

エ
ク
ト
推
進
事
務
局
に

寄
付
す
る
方
式
で
募
金
を
募
る
。

③
当
会

の
１
２
５
周
年
記
念
プ
ロ

ジ

ェ
ク
ト
推
進
委
員
会
は
大
学
の

方
針
に
あ
わ
せ
募
金
委
員
会
に
改

組
し
、
メ
ン
バ
ー
は
そ
の
ま
ま
移

行
し
、
募
金
の
推
進
に
当
た
る
。

同
役
員
の
改
選
に
つ
い
て

小
野
塚
議
長
か
ら
、
会
長
他
任

期
が
切
れ
た
役
員
の
改
選
に
つ
い
て
、

立
候
補
者

の
確
認
が
な
さ
れ
、
事

務
局
案
が
全
会

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

（役
員

一
覧
は
別
掲
）

新
し
い
時
代
を
迎
え
る
た
め
に

６
月
１２
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

白
門
４８
会
第
７
回
総
会
に
て
会
長

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
堀
井
で
す
。

微
力
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
皆
様

の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、

会

の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
尽

く
す
所
存
で
す
の
で
な
に
と
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
白
門
４８
会
も
設
立
後
６
年

が
経
過
し
７
年
目
に
入
り
ま
し
た
。

私
で
第
３
代
日
会
長
と
な
り
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
も
５０
代
半
ば
と
な
り
、

人
生
も
そ
ろ
そ
ろ
転
換
期
に
さ
し

か
か
ろ
う
と
し
て
お
り
、
男
性
は

会
社
や
仕
事

一
辺
倒
の
人
生
か
ら
、

そ
し
て
女
性
は
子
育
て
が
終
了
し
て
、

そ
ろ
そ
ろ
お
孫
さ
ん
も
で
き
る
頃

と
な
り
、
今
再
び
学
生
の
と
き
か

‐６
時
か
ら
、
会
場
を
４７
階

『あ

け
ぼ
の
』
に
移
し
、
成
田
幹
事

（法

学
部
）
、
佐
藤
愛
子
事
業
部
会
長

（文

学
部
）
の
軽
妙
洒
脱
な
司
会
の
も
と
、

懇
親
会
を
行

っ
た
。

ら
の
仲
間
、
さ
ら
に
中
央
大
学
に

対
す
る
郷
愁
が
芽
生
え
て
来
る
年

代
に
な

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
ま
で
と
は
違

っ
た
新
し
い
時

代
を
迎
え

つ
つ
あ
り
、
当
会
の
活

動
を
通
じ
て
、
よ
り
多
く
の
友
人

の
輪
が
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、
会

員
各
位
の
さ
ら
な
る
発
展
に
寄
与

で
き
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
当
会
を
今
以
上
に
活
性

化
す
る
こ
と
が
、
母
校

・
中
央
大

学
の
ま
す
ま
す
の
発
展
に
も

つ
な

が

っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

な
お
、
会

の
発
展
の
た
め
、
５

つ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
立
ち
上
げ

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、

地
方
支
部
設
立
準
備
、
同
好
会
活

動
活
性
化
、
他
支
部
渉
外
、
収
益

事
業
開
発
、
な
ど
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

今
後
と
も
会
員
各
位
、
な
ら
び

に
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
よ
り

一

層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
重
ね
て
お
願

い
申
し
あ

げ
ま
す
。

懇
親
会
で
は
、
堀
井
新
会
長
の

紹
介
に
よ
り
新
役
員
の
挨
拶
が
行

わ
れ
た
。

ま
た
、　
一
般
会
員
の
自
己
紹
介

も
な
さ
れ
、
新
規
会
員
と
し
て
、

赤
羽

（商
学
部
）
、
川
瀬

（理
工

学
部
）
、
矢
部

（経
済
学
部
）
の

堀井 勉
(理工学部卒)

三
氏
か
ら
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

同
好
会

の
紹
介
で
は
、
し
ば
ら

く
休
部
と
な

つ
て
い
る
ゴ
ル
フ
同

好
会
か
ら
活
動
を
再
開
す
る
と
福

岡
幹
事

（理
工
学
部
）
か
ら
紹
介

が
あ
る
と
会
場
内
か
ら
拍
手
が
あ

が
り
、
ま
た
、
三
森
幹
事

（理
工

学
部
）
か
ら
は
川
名
幹
事

（文
学
部
）
、

吉
澤
幹
事

（文
学
部
）
の
女
性
会

員
２
名
を
従
え
て
の
温
泉
同
好
会

立
ち
上
げ
の
ア
ピ
ー
ル
も
あ

っ
た
。

懇
親
会

の
最
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
抽
選
会
は
、
会
員
が
そ
れ
ぞ
れ

一
品
ず

つ
持
ち
寄

っ
た
品
物
を
賞

品
に
、
平
墳
幹
事

（商
学
部
）
が

抽
選
番
号
を
抽
選
箱
か
ら
引
き
、

当
た

っ
た
品
物
を
そ
の
場
で
確
認

さ
れ
る
会
員
も
あ
り
、
大

い
に
盛

り
上
が
っ
た
。

最
後
に
、
国
領
幹
事

（経
済
学
部
）

の
リ
ー
ド
の
も
と
輪
を
組
ん
で
校
歌

。

応
援
歌
を
合
唱
し
、
福
岡
副
会
長

（理

工
学
部
）
か
ら
閉
会

の
挨
拶
と
三

本
締
め
が
あ
り
、
秋
の
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
で
の
再
会
を
約
し
、

散
会
し
た
。

懇親会では新しい役員が紹介された

長

長〈
ム

〈
本
　
卸剛

<中 央大学学員会白門48会 役員一覧 >

堀井  勉 (理工学部)新

小田島和幸 (法学部)  新

〈渉外担当会長代行、東北支部立ち上げ担当〉

新倉 利明 (経済学部) 新

(財政強化、関西支部活性化担当〉

川嶋 直人 (商学部) .2006年 3月31日まで

(125周年記念募金担当〉

福岡  悟 (理工学部)2006年 3月31日まで
(堀井氏残任期間)(会 員増強担当〉

小林  裕 (文学部)  2006年 3月31日まで

〈同好会活動、関西支部活性化担当〉

石坂  隆 (法学部)  2006年 3月 31日まで

佐藤 愛子 (文学部)  事業部会担当  新

湯川  修 (商学部)  会計部会担当  新

島崎  修 (理工学部) 広報部会担当  新

黒羽 一記 (文学部)  関西支部部会長 新

小林 秀男 (文学部)  2006年 3月 31日まで

弘中 (下島)真 知子 (文学部)2006年 3月31日まで

※任期 :2005年6月12日～2007年3月31日

幹 事 長

副幹事長

地方支部

会計監査



２
０
０
４
年
６
月
１２
日
（土
ヽ
中
央

大
学
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
ー
号
館
４
階
会

議
室
（１
４
１
０
号
室
）
で
、
特
別
講
演

〈ム
、
第
６
回
総
会
を
開
催
し
た
（参
加

者
２９
名
）
。
な
お
、
１５
時
の
特
別
講
演

会
の
開
催
前
に
、創
立
１
２
５
周
年
記

念
事
業
の
一環
と
し
て
建
設
さ
れ
た

学
生
関
連
施
設
で
あ
る
Ｃ
ス
ク
エ
ア

と
グ
リ
ー
ビ
ア
ラ
ス
等
の
施
設
見
学
と
、

本
学
創
立
記
念
ビ
デ
オ
「
甦
る
中
央

大
学
」
新
版
の
上
映
会
も
行
っ
た
。

ｍ
特
別
講
演
会

本
学
文
学
部
教
授
長
崎
健
先
生

に
「東
海
道
五
十
三
次
箱
根
駅
伝
の

旅
」
を
演
題
に
、
約
９０
分
、
日
本
橋
か

ら
箱
根
ま
で
の
各
宿
駅
と
江
戸
時
代

の
旅
に
つ
い
て
、ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

本
会
の
箱
根
駅
伝
応
援
同
好
会
は
、

大
平
台
の
絶
好
応
援
ポ
イ
ン
ト
を
開

拓
し
た
パ
イ
オ
ニ
ア
で
、
例
年
２０
名
を

超
え
る
会
員
が
往
路
と
復
路
を
同
じ

．．
央

●
．　

中

場
所
で
応
援
す
る
熱
烈
ぶ
り
で
あ
り
、

同
会
の
メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
、全
員
が
、

先
生
の
ご
講
演
に
熱
心
に
耳
目
を
傾

け
て
い
た
。

長
崎
先
生
に
は
、
事
前
に
周
到
な

資
料
の
作
成
も
し
て
い
た
だ
き
、
時
々

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
の
講
演
に
会
場

内
に
は
笑
い
が
漏
れ
る
等
、
９０
分
は
瞬

く
間
に
経
過
し
た
。
特
に
、
箱
根
駅

伝
の
過
去
の
記
事
の
ト
ピ
ッ
ク
を
抜

書
き
さ
れ
た
資
料
を
元
に
さ
れ
た
箱

根
駅
伝
の
話
に
は
、
参
加
し
た
会
員

は
納
得
し
き
り
の
様
子
で
引
き
込
ま

れ
て
い
た
。

②
第
６
回
総
会

釜
峨
題
）

①
２
０
０
３
年
度
事
業
報
告
な
ら
び

に
決
算
に
つ
い
て

２
０
０
３
年
度
事
業
報
告
は
、
石

坂
幹
事
長
か
ら
、
２
０
０
３
年
度
決
算

報
告
は
、
国
領
会
計
部
会
長
か
ら
、

説
明
が
な
さ
れ
た
。
監
査
報
告
は
、
弘

中
会
計
監
査
か
ら
、
適
正
に
処
理
さ

れ
て
い
る
旨
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

②
２
０
０
４
年
度
事
業
計
画

（案
）
に

つ
い
て石

坂
幹
事
長
か
ら
、
既
会
員
の
全

国
規
模
で
の
交
流
を
深
め
る
た
め
と

新
規
会
員
の
拡
大
の
た
め
、
以
下
の

事
業
を
重
点
事
項
と
し
て
実
施
す
る

と
、
総
会
資
料
に
よ
り
説
明
が
な
さ

れ
た
。

。名
古
屋
以
西
の
会
員
を
対
象
に
関

西
支
部
会
を
、
近
畿
中
大
デ
ー
に
あ

わ
せ
て
開
催
す
る
。

・
１０
月
２４
日
（日
）
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
で

行
わ
れ
る
第
１５
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

ー
に
、
会
と
し
て
積
極
的
に
参
加
し
、

新
た
な
仲
間
を
増
や
す
こ
と
に
し
た

い
。

③
２
０
０
４
年
度
予
算
（案
）
に
つ
い
て

国
領
会
計
部
会
長
か
ら
、
説
明
が
な

さ
れ
た
。

。収
入
の
部
で
は
、
新
た
に
１
２
５
周

年
活
動
経
費
を
計
上
し
た
。
」ゝれ
は
、

１
２
５
周
年
記
念
事
業
寄
付
金
の
白

門
４８
会
扱
い
分
に
つ
い
て
実
行
額
の
５

％
が
自
門
４８
会
へ
の
活
動
経
費
と
し

て
返
還
さ
れ
る
の
で
、
今
年
度
は
、
１６

万
円
を
計
上
し
た
。

。第
１５
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
会

と
し
て
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
と

し
、
白
門
４８
会
未
加
入
者
で
学
員
時

報
購
読
者
２
千
人
に
対
し
て
、
ホ
ー
ム

カ
ヽヽ
シ
グ
デ
ー
ヘ
の
参
加
、
自
門
４８
会

加
入
の
案
内
等
を
往
復
ハ
ガ
キ
で
行

？ヽ
」と
と
し
、
通
信
費
が
増
額
に
な
っ

た
。
原
資
と
し
て
は
、
１
２
５
周
年
活

動
経
費
を
充
て
る
。

・
第
４
号
議
案
で
提
案
し
て
い
る
「１

２
５
周
年
記
念
事
業
寄
付
金
」
を
自

門
４８
会
を
通
し
て
行
う
こ
と
と
し
、

収
入
と
し
て
２５
万
円
計
上
し
、
同
額

を
支
出
に
計
上
し
た
。

④
母
校
の
１
２
５
周
年
記
念
事
業
ヘ

の
協
箸
″に
つ
い
て

森
会
長
か
ら
、
以
下
の
と
お
り
提

案
説
明
が
な
さ
れ
、
意
見
、質
問
な
ど

の
後
、
承
認
さ
れ
た
。

・白
門
４８
会
の
目
標
額
は
、
１
千
万
円

で
あ
る
が
、
現
在
４
７
０
万
円
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。

。目
標
額
達
成
に
向
け
て
、
実
質
的
に

寄
付
が
し
や
す
い
方
法
に
よ
り
、
今

年
度
か
ら
仕
切
り
直
し
で
、
寄
付
の

お
願
い
を
し
た
い
。

・具
体
的
な
実
施
方
法
は
次
の
通
り

で
あ
る
。

ｉ
毎
年
１
人
１
回
５
千
円
で
、
自
門

４８
会
が
取
り
ま
と
め
、
創
立
１
２
５

周
年
記
念
プ
Ｒ
ン
ェ
ク
ト
推
進
事
務

局
に
寄
付
す
る
。

五
振
込
先
は
、
白
門
４８
会
郵
便
振
替

貯
金
口
座
と
し
、
所
定
の
振
込
用
紙

を
第
６
回
総
会
報
告
時
に
同
封
い
た

し
ま
す
の
で
、
い」
利
用
く
だ
さ
い
。
な

お
、
お
一人
様
１
口
に
て
の
振
り
込
み

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

血
ご
振
り
込
み
は
、
平
成
１６
年
１２
月

末
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

（主
な
意
見
。質
問
）

・白
門
４８
会
あ
っ
て
の
１
２
５
周
年
記

念
事
業
の
た
め
の
寄
付
と
思
う
が
、

自
門
４８
会
の
年
会
費
が
３
千
円
、
寄

付
金
が
５
千
円
と
い
つ
の
は
会
員
に

と
っ
て
は
厳
し
い
の
で
は
な
い
か
。

・年
次
支
部
だ
け
で
な
く
、
地
域
支
部
、

職
域
支
部
に
入
っ
て
い
る
方
も
い
る
が

ど
う
考
え
る
の
か
。

↓
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、
自
門
４８
会
と
し
て
目
標

額
の
達
成
を
目
指
し
た
い
。

。今
年
度
寄
付
金
収
入
の
予
算
が
２５

万
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
日
標
額
で
あ

る
１
千
万
円
は
達
成
で
き
る
の
か
。

↓
２
０
１
０
年
，が
創
立̈
１
２
５
目
葎
Ｔに

な
る
。
後
７
年
間
の
間
に
達
成
す
る

に
は
、
毎
年
２５
万
円
で
は
厳
し
い
。
会

員
の
拡
大
な
ど
に
よ
り
裾
野
を
広
げ
、

寄
付
金
を
募
っ
て
い
き
た
い
。
毎
年
５０

万
円
の
寄
付
が
あ
れ
ば
、
日
標
達
成

の
実
現
性
が
高
く
な
る
。

・寄
付
金
を
募
る
と
き
に
、
所
得
税
の

控
除
が
あ
る
こ
と
も
触
れ
る
と
い
い
の

で
は
な
い
か
。

↓
寄
付
金
控
除
に
つ
い
て
は
ぜ
ひ
触

れ
る
よ
う
に
す
る
。
が
」
指
摘
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

０
懇
親
会

・７
時
３０
分
か
ら
、
生
協
食
堂
棟
に

場
所
を
移
し
、懇
親
会
を
行
っ
た
。

懇
親
会
に
は
、
特
別
講
演
を
な
さ

れ
た
長
崎
健
先
生
、
１０
年
支
部
と
し

て
白
門
３８
会
か
ら
後
藤
副
会
長
の
ご

臨
席
を
い
た
だ
き
、来
賓
・新
規
会
員
・

遠
隔
地
参
加
者
の
挨
拶
、
懇
親
に
入

り
、
懇
親
会
最
目
玉
の
抽
選
会
も
行

わ
れ
た
。

新
倉
事
業
部
会
長
の
周
到
な
準

備
と
、
島
崎
。佐
藤
幹
事
の
流
れ
る
よ

う
な
司
会
進
行
、
堀
井
二
日
澤
幹
事

の
抽
選
会
進
行
に
、
大
い
に
盛
り
上

が
り
を
見
せ
た
。
全
員
の
記
念
撮
影

の
後
、
校
歌

・応
援
歌
を
国
領
副
幹

事
長
の
リ
ー
ド
の
も
と
輪
を
組
ん
で

合
唱
し
、
秋
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

で
の
再
会
を
約
し
、
散
会
し
た
。
　
こ

の
後
も
、
ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
が
帰
り

が
た
く
、高
幡
不
動
駅
の
２
次
会
場
で
、

若
き
血
潮
を
た
ぎ
ら
せ
、
２２
時
過
ぎ

ま
で
怪
気
炎
を
あ
げ
た
。

長崎健先生による特別講演



平
成
１３
年
１０
月
よ
り

「
中
央
大

学
創
立
１
２
５
周
年
記
念
プ

ロ
ジ

エ
ク
ト
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の

事
業
活
動

の
た
め
の
募
金
活
動
が

展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
平
成
１４

年
の
白
門
４８
会
総
会
に
お
い
て
、

こ
の
募
金
活
動
に
参
加
し
、
募
金

目
標
額
を
１
０
０
０
万
円
と
す
る

こ
と
は
、
会
員
各
位
の
ご
承
認
を

得
ら
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
募
金
活
動
の
成
果
は
、
平

成
１７
年

５
月
１
日
現
在
で
、
申
込

人
数
４．
名
金
額
で
６
０
８
万
円
、

入
金
は
４．
名
５
０
８
万
円
で
目
標

に
対
し
ま
だ
ま
だ
未
達
の
状
態
に

な
っ
て
い
ま
す
。

母
校
中
央
大
学
の
興
隆
が
あ

っ

て
こ
そ
の
学
員
会
で
あ
り
、
学
員

会
支
部
活
動
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
に
も
大
学
の
環
境
整
備
が
重

要
で
あ
り
、
学
員

一
人
ひ
と
り
の

協
力
が
不
可
欠
な
も
の
で
す
。
こ

の
中
央
大
学
創
立
１
２
５
周
年
記

念
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
成
功
さ
せ
て

こ
そ
、
中
央
大
学
の
学
員
で
あ
る

こ
と
、
学
内
に
お
い
て
は
支
部
と

し
て
の

「
白
門
４８
会
」
の
存
在
を

印
象
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
度
は
よ
り
多
く
の
会
員
が
本

事
業
に
参
加
者
し
、
募
金
額
積
み

上
げ

の
た
め
、

１
人

１
回
５
千
円

の
募
金
を
お
願

い
し
、
白
門
４８
会

が
取
り
纏
め
て
中
央
大
学
創
立

１

２
５
周
年
記
念
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に

寄
付
す
る
方
式

で
募
金
を
募
り
ま

し
た
。
こ
の
成
果
と
し
て
、
２２
名

２５
万
円

の
寄
付
を
集
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

昨
年
度
以
上
の
成
果
を
期
待
し
て
、

２
０
０
４
年
１０
月
２４
日
、
第
１５

回
中
央
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

ー
が
開
催
さ
れ
、
白
門
４８
会
は
支

部
と
し
て
正
式
に
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
２０
名
。

桜
広
場
で
の
懇
親
会
は
、
ピ
ク

ニ
ッ
ク
気
分
で
開
放
感
が
横
溢
、

親
睦
が

一
層
深
ま
り
ま
し
た
。

恒
例
の
抽
選
会
で
は
、
く
じ
運

が
強

い
４８
会
の
本
領
を
発
揮
し
、

今
回
も
ま
た

一
等
賞
を
引
き
当
て

ま
し
た
。
こ
れ
で
３
度
目
の
重
賞

獲
得
で
す
。

本
年
度
も
引
続
き
同
様

の
形
で
の

寄
付
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
個

人
で
募
金
を
さ
れ
る
方
は
、
今
年

度
か
ら
税
法

（寄
付
金
控
除
）
が

改
正
さ
れ
、
募
金
を
し
や
す
く
な

り
ま
し
た
の
で
、
積
極
的
に
参
加

を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

母
校
中
央
大
学
の
興
隆
の
た
め

に
も
、
各
位
の

「
中
央
大
学
創
立

１
２
５
周
年
記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

へ
の
積
極
的
な
参
加
を
重
ね
て
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後

に

一
等

の
番
号
が
発
表
さ

れ
た
と
き
、
ま
さ
か
自
分
が
当
選

し
た
な
ん
て
思

い
も
よ
ら
な
か

っ

た
の
で
気
づ
か
な
か

っ
た
の
で
す
が
、

当
選
し
た
こ
と
を
教
え
ら
れ
、
も

う
ビ

ツ
ク
リ
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

宝
く
じ
も
買
わ
な

い
の
で
、　
一
等

当
選
な
ど
生
ま
れ
て
初
め
て
の
こ

と
で
し
た
。

早
朝
か
ら
バ
タ
バ
タ
と
慌
た
だ

し
く
仕
度
し
て
、

２
時
間
近
く
か

か

っ
て
中
大
多
摩
キ

ャ
ン
パ
ス
ま

で
来
た

の
で
す
。
早
め
に
出

て
来

て
良
か

っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
私
は
、

テ
レ
ビ
を
前

の
家

に
置

い
て
き

て

し
ま

っ
た

の
で
、
ち

ょ
う
ど
ほ
し

か

っ
た

の
で
す
。
事
情
が
あ

っ
て

昨
年
家
族
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
ま

し
た
。
２５
年
間
住
ん
で
い
た
自
宅

も
競
売
に
か
け
ら
れ
、
手
放
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
知
ら
な

い
間
に
家
が
抵
当
に
入

っ
て
い
て
、

子
供
が
気
づ

い
て
教
え
て
く
れ
た

と
き
は
も
う
手
遅
れ
の
状
態
で
し
た
。

で
も
、
父
の
お
か
げ
で
子
供
た

ち
と
今

の
家
に
住
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
父
が
逝

っ
て
し
ま

っ
て

初
め
て
わ
か

っ
た
こ
と
で
す
が
、

私
は
父
に
２
度
も
助
け
ら
れ
た
の

で
す
。
き

っ
と
こ
の
日
の
当
選
も
、

天
国
の
父
の
導
き
で
あ
ろ
う
と
、

父
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
企
画
し
て
く
だ
さ

っ

た
方
々
、
こ
の
賞
品
を
提
供
し
て

く
だ
さ

っ
た
方
に
心
か
ら
感
謝

い

た
し
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

２
０
０
５
年

の
第

１６
回
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
は
、
１０
月
２３
日

（日
）

で
す
。
今
年
も
何
か
大
き
な
賞
品

が
当
た
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ゆ

っ
た
り
と
し
た

時

の
流
れ
の
中
で

国
領
　
義
男

（経
済
学
部
卒
）

私
事
で
す
み
ま
せ
ん
、
日
頃
の
国
領

と
違
っ
た
顔
の
国
領
の
話
を
ひ
と
つ
。

私
は
、
数
年
前
か
ら
『王
子
田
楽
』

と
い
つ
地
元
の
王
子
に
伝
わ
る
伝
統

芸
能

（東
京
都
北
区
無
形
文
化
財
）

を
手
伝
っ
て
い
ま
す
。
『
田
楽
』
と
い
っ

て
も
ピ
ン
と
来
な
い
方
が
ほ
と
ん
ど
だ

と
思
い
ま
す
が
、
笛
を
中
心
と
し
た

楽
の
音
色
に
合
わ
せ
て
鼓
や
サ
サ
ラ

を
持
っ
た
舞
童
が
優
雅
に
舞
う
、
中

世
日
本
の
風
流
を
再
現
し
た
芸
能
で

す
。
『王
子
田
楽
』
の
歴
史
は
六
百
年

以
上
前
に
遡
り
、
全
国
の
田
楽
の
な

か
で
も
古
式
を
忠
実
に
継
承
し
た
最

も
美
し
い
田
楽
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
王
子
田
楽
は
、
太
平
洋
戦

争
の
と
き
に
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
も

の
を
有
志
の
方
が
四
十
年
ぶ
り
に
復

興
さ
せ
、
毎
年
８
月
の
第
一日
曜
日
の

夕
方
、
王
子
神
社
境
内
で
演
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。
」ゝ
の
『
王
子
田
楽
』
２
晏

方
と
し
て
の
仕
事
も
私
の
楽
し
み
の

ひ
と
っ
で
、
４８
会
同
様
ス
ト
レ
ス
発
散
、

気
分
転
換
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
で
す
か
皆
さ
ん
、
日
頃
の
、
ワ

イ
ワ
イ
酒
を
飲
ん
だ
り
、
大
声
を
出

し
て
エ
ー
ル
を
叫
ん
で
い
る
国
領
と
は

ま
た
違
う
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
の
流

れ
の
中
に
い
る
国
領
が
想
像
で
き
ま

す
か
？

中
央
大
学
創
立
１
２
５
周
年

記
念
事
業
に
つ
い
て

森
　
雅
明

（経
済
学
部
卒
）

ピクニックのような懇親会
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金
子
　
健
治

（法
学
部
卒
）
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平
成
１６
年
■
月
５
日
（金
）
午
後
３

時
３５
分
、
晩
秋
の
夕
闇
迫
る
神
宮
球

場
に
つ
い
に
そ
の
瞬
間
が
や
っ
て
来
た
。

駒
大
の
攻
撃
も
２
死
、
最
後
の
バ
ッ
タ

ー
の
打
球
が
１
塁
へ
力
な
く
転
が
る
、

ア
ウ
ト
ー
一斉
に
ベ
ン
チ
か
ら
飛
び
出

す
選
手
達
、
総
立
ち
の
応
援
席
、
声
に

な
ら
な
い
声
が
飛
び
交
い
、
テ
ー
プ
が

舞
う
。
昭
和
５４
年
春
以
来
５‐
季
ぶ
り

２４
度
目
の
リ
ー
グ
制
覇
の
瞬
間
で
あ
る
。

会
田
投
手
が
マ
ウ
ン
ド
で
高
々
と
何
回

も
ジ
ャ
ン
プ
、
清
水
監
督
が
宙
に
舞
う
。

約
２
千
人
の
中
大
応
援
席
は
、
ど
の

顔
も
泣
き
笑
い
、
そ
し
て
大
感
激
、
大

感
動
の
勝
利
の
校
歌
斉
唱
が
始
ま
っ
た
。

前
夜
、
薄
氷
の
勝
利
で
１
勝
１
敗
の
タ

イ
に
持
ち
込
み
、今
日
勝
っ
た
方
が
優

勝
と
い
つ
試
合
で
あ
っ
た
が
、
４
回
表

中
大
が
１
点
先
取
。
し
か
し
７
回
裏

駒
大
に
１
死
２
・３
塁
と
攻
め
ら
れ
る

大
ピ
ン
チ
を
招
き
、
」ゝゝ
」で
前
夜
に
続

き
会
田
君

（３
年
・佐
野
日
大
）
が
登

板
、
冷
静
な
投
球
で
切
り
抜
け
る
と
、

９
回
表
２
死
か
ら
新
田
君
（４
年
・高
　
　
　
し
か
し
、
初
戦
、
昨
秋
優
勝
を
争
っ
　
　
で
応
援
し
ま
し
ょ
つ
。

松
商
業
）
が
敵
失
で
出
塁
、
そ
し
て
打
　
　
た
駒
大
と
の
試
合
で
勝
点
を
落
と
す
　
　
　
さ
て
、
「
学
生
ス
ポ
ー
ツ
応
援
同
好

席
は
亀
井
主
将
（４
年
。上
官
太
子
）
。
　

と
、
自
慢
の
投
手
陣
が
壊
減
状
態
と

　

〈
こ

で
は
９
月
４
日
（日
）
に
硬
式
野

大
学
生
活
最
後
の
打
席
は
打
っ
た
　
　
な
り
、
序
盤
で
大
量
点
を
奪
わ
れ
追
　
　
球
応
援
ツ
ア
ー
を
、
そ
の
他
昨
年
初
の

瞬
間
そ
れ
と
分
か
る
右
翼
中
段
席
ま
　
　
い
上
げ
る
と
ま
た
失
点
と
悪
循
環
。　
　
　
関
東
代
表
決
定
戦
に
出
場
し
た
ア
メ

で
運
ぶ
だ
め
押
し
の
２
点
本
塁
打
、
打
　
　
　
開
幕
か
ら
５
連
敗
を
喫
す
。
我
が
　
　
フ
ト
部
、
逆
に
２
年
連
続
入
替
戦
出

球
の
行
方
も
見
ず
右
手
人
差
し
指
　
　
同
好
会
の
応
援
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
た
　
　
場
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
ラ
グ
ビ
ー
部
等

を
立
て
ゆ
っ
く
り
と
ベ
ー
ス
一周
し
な
　
　
５
月
３
日
も
１
対
８
と
東
洋
大
に
完
　
　
の
応
援
ツ
ア
ー
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

が
ら
、
中
大
応
援
席
に
向
か
い
繰
り
　
　
敗
。
変
則
日
程
に
集
中
力
を
無
く
し
　
　
日
程
等
詳
細
決
定
し
ま
し
た
ら
、
４８

返
す
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
。　
　
　
　
　
　
　
　
た
か
の
よ
う
な
無
念
の
試
合
が
続
く
。
　

会
Ｈ
Ｐ
等
で
ご
連
絡
し
ま
す
の
で
是

平
成
元
年
春
か
ら
平
成
１１
年
春

　

　

最
終
週
に
完
全
優
勝
を
目
指
す

　

非
大
勢
の
方
の
ご
参
加
を
お
願
い
致

ま
で
長
墜

一部
生
活
に
入
り
、
一化
田

　

主目
学
大
か
ら
勝
点
を
上
げ
、
昨
秋
の
　
　
し
ま
す
。

投
手

（現
ヤ
ク
ル
ト
）
、
阿
部
捕
手

（現
　
　
優
勝
校
の
意
地
を

巨
人
）
等
の
活
躍
で
平
成
１１
年
秋
か
　
　
遅
し
。
結
局
３
勝
″

ら
一部
へ
復
帰
し
た
も
の
の
、
な
か
な
　
　
位
）
に
終
わ
る
。
救

か
勝
て
ず
苦
し
い
日
々
が
続
く
。
し
か
　
　
投
手
陣
が
立
ち
古

し
、
し
か
し
、
そ
の
苦
労
も
報
わ
れ
る
　
　

」ゝ
と
、
新
入
生
や
２
年
生
を
多
用
し
　
　
　
皆
様
に
は
各
所
で
釣
り
行
を
さ
れ

時
が
つ
い
に
来
た
の
だ
。
本
当
に
長
か
　
　
た
が
き
っ
ち
り
と
成
果
を
出
し
た
こ
と
。
　

て
い
ら
つ
し
ゃ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
釣

っ
た
。
一
一部
時
代
、
中
大
を
支
え
て
く
　
　
秋
は
二
部
よ
り
立
正
大
が
昇
格
し
再
　
　
同
好
会
も
、〈
ム
と
と
も
に
年
を
重
ね
、

れ
た
多
く
の
選
手
達
の
顔
が
思
い
浮
　
　
び
６
校
で
の
リ
ー
グ
戦
と
な
る
が
、
戦
　
　
本
年
で
６
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

か
ぶ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力
的
に
は
中
大
は
優
勝
を
狙
え
る
一　
　
　
２
０
０
５
年
度
も
、
左
記
の
と
お
り

戦
国
東
都
、
」ゝ
れ
か
ら
も
何
が
起
　
　
番
手
。
夏
に
心
身
と
も
に
鍛
え
、
再
び
　
　
同
好
会
活
動
を
行
う
予
定
で
す
。

き
る
か
分
か
ら
な
い
緊
迫
の
リ
ー
グ
　
　
感
動
を
我
々
に
与
え
て
く
れ
る
で
し
　
　
　
是
非
、
い
」
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ

戦
が
続
く
中
、
ま
た
新
た
な
る
中
大
　
　
ょ
う
。
秋
日
程
は
ま
だ
未
定
で
す
が
、　
　
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

の
歴
史
を
作
り
上
げ
て
行
っ
て
欲
し
い
。
　

予
想
で
は
９
月
３
日
（土
）
の
開
幕
週
　
　
　
　
　
　
　
記

頑
張
れ
、
中
央
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三日
学
大
戦
か
ら
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
　

■
２
０
０
５
年
度
活
動
予
定

な
お
、
昨
秋
優
勝
の
大
立
役
者
亀

　

①
２
０
０
５
年
９
月
１０
日
（土
）

昨
秋
の
感
動
の
シ
ー
ン
が
ま
だ
目
　
　
井
選
手
が
ド
ラ
フ
ト
４
位
で
読
売
巨
　
　
片
瀬
　
江
ノ
島
　
島
き
ち
丸
　
イ
ナ

に
鮮
や
か
な
中
、
春
の
リ
ー
グ
戦
が
始
　
　
人
軍
に
入
団
し
、
現
在
イ
ー
ス
タ
ン
リ
　
　
ダ
釣
り
（出
船
７
時
３０
分
）

ま
っ
た
。
マ
ス
マ
ミ
各
紙
で
は
優
勝
候
　
　
―
グ
で
早
く
も
４
番
を
打
つ
等
大
活

　

②
２
０
０
５
年
１２
月
２５
日
（日
）

補
一番
手
に
あ
げ
ら
れ
、
オ
ー
プ
ン
戦
　
　
躍
を
し
て
お
り
ま
す
。
強
力
な
外
野
　
　
金
沢
八
景
　
米
元
釣
船
店
　
ア
ジ
釣

も
好
調
で
連
覇
へ
の
期
待
は
高
ま
る
　
　
陣
の
一角
に
食
い
込
む
の
は
容
易
で
は
　
　
り
（出
船
７
時
３０
分
）

ば
か
り
。
亜
大
が
出
場
せ
ず
、
５
校
と
　
　
な
い
で
す
が
、
俊
足
巧
打
巧
守
の
選

　

③
２
０
０
６
年
２
月
１８
日
（土
）

い
う
変
則
リ
ー
グ
戦
も
強
力
な
投
手
　
　
手
と
し
て
１
軍
の
舞
台
に
登
場
す
る
　
　
網
代
　
倉
造
丸
　
カ
ワ
ハ
ギ
釣
り
（出

陣
を
擁
す
中
大
に
は
有
利
と
思
わ
れ
た
。
　

の
も
そ
う
遠
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
皆
　
　
船
８
時
）
中
央
大
学
湯
河
原
寮
泊
（当

日
予
定
）

■
２
０
０
４
年
度
活
動
報
告

①
２
０
０
４
年
３
月
２７
日
（土
）

金
沢
八
景
　
米
元
釣
船
店
　
ア
ジ
釣

り
　
４
名
参
加
（白
門
釣
楽
会
・７
名
）

②
２
０
０
４
年
９
月
４
日
（土
）

江
ノ
島
　
島
き
ち
丸
　
カ
ツ
オ
釣
り

３
名
参
加
（白
門
釣
楽
会
・９
名
）

③
２
０
０
４
年
１２
月
２５
日
（日
）

金
沢
八
景
　
米
元
釣
船
店
　
ア
ジ
釣

り
（前
日
葉
山
寮
泊
）
４
名
参
加

（白

門
釣
楽
会
・５
名
）

＊
２
０
０
５
年
２
月
１９
日
（土
）

網
代
　
倉
造
丸
　
カ
ワ
ハ
ギ
釣
り
強

風
の
た
め
中
止

［世
話
人
連
絡
先
］

〒
１
１
２
～８
５
５
１

東
京
都
文
京
区
春
日
１
‐１３
‐２７

中
央
大
学
図
書
館
都
心
キ
ャ
ン
パ
ス

事
務
室
・事
務
室
長
　
石
坂
　
隆

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・０
３
（３
８
１
７
）１
９
７
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
・０
３
（３
８
１
こ
１
９
７
８

∪
日
”
庫

一
”
Ｆ
”
Ｎ
”
澪
”
⑤

一
”
ヨ

こ

り

の
ｒ
Ｃ
９

年

”
ｏ
・一
も

会田主将を胴上げ

本カツオの爆釣に大満足の釣師達



４８
会
入
会
当
初
か
ら
考
え
て
い
た

「カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
」
の
立
ち
上
げ
が
、

商
学
部
の
湯
川
さ
ん
の
力
強
い
賛
同

の
下
、
昨
年
の
総
会
の
２
次
会
の
席
で

発
議
さ
れ
、
ス
タ
ー
ト
し
た
。

ま
ず
、第
１
回
目
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会

は
、
・６
年
１０
月
１０
日
出
雲
駅
伝
応
援

ツ
ア
ー
の
一環
と
し
て
、
出
雲
市
の
カ
ラ

オ
ケ
ス
ナ
ッ
ク
に
て
参
加
３
名
で
メ
モ

リ
ア
ル
ス
タ
ー
ト
を
き
り
、
前
夜
祭
と

し
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
駅
伝
の
応

援
に
も
繋
げ
た
。

そ
し
て
、
同
じ
月
の
２４
日
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
イ
の
３
次
会
と
し
て
、
８
名

の
歌
好
き
の
仲
間
で
、
マ
イ
ク
を
握
っ
た
。

歌
い
出
し
た
ら
止
ま
ら
な
い
、
そ
ん
な

い
い
雰
囲
気
が
で
き
つ
つ
あ
る
。

１
月
の
箱
根
駅
伝
の
宿
泊
先

「
ホ

テ
ル
岡
田
」
で
も
、
年
の
初
め
の
歌
い

初
め
を
開
催
、
さ
ら
に
４
月
１６
日
の

花
見
屋
形
船
ツ
ア
ー
に
も
参
加
、
充

実
し
た
春
の
１
日
を
盛
り
上
が
っ
た
。

利
明

（経
済
学
部
卒
）

◆
第
１６
回
全
日
本
選
抜
駅
伝

（出
雲
駅
伝
）
応
援

台
風
の
影
響
で
寝
台
特
急

「
サ
ン

ラ
イ
ズ
出
雲
」
が
運
休
、
予
定
を
変
更

し
て
坂
本
副
会
長
、
成
田
幹
事
と
新

幹
線
、
伯
備
線
を
乗
り
継
い
で
出
雲

入
り
。
２
年
生
の
奥
田
選
手
の
ご
両

親
と
現
地
で
合
流
。

出
雲
大
社
を
参
拝
し
て
向
か
え
た

駅
伝
当
日
。
島
根
学
員
会
さ
ん
を
中

心
と
す
る
母
校
大
応
援
団
に
参
加
。

１
区
の
ス
タ
ー
ト
、第
３
中
継
所
、ゴ
ー

ル
で
母
校
選
手
を
応
援
。
結
果
は
堂
々

の
第
３
位
、
閉
会
式
で
は
選
手
に
第
３

位
の
メ
グ
ル
が
授
与
。

◆
第
３６
回
全
日
本
駅
伝

（伊
勢
駅
伝
）
応
援

ス
タ
ー
ト
の
熱
田
神
官
に
参
拝
、
１

区
ス
タ
ー
ト
を
応
援
後
、
最
終
８
区
の

皇
学
館
大
学
前
に
向
か
う
。

１
区
で
出
遅
れ
た
も
の
の
２
区
で
ス

ー
パ
ー
ル
ー
キ
ー
上
野
選
手
が
ご
ぼ
う

抜
き
と
の
情
報
に
歓
喜
。

３
区
以
降
も
安
定
し
た
走
り
で
最

終
８
区
、
池
永
選
手
に
熱
烈
声
援
。

後
日
談
池
永
選
手
に
よ
る
と
遥
か
手

前
か
ら
「
池
永
コ
ー
ル
」
が
聞
こ
え
、

力
づ
け
ら
れ
た
と
の
こ
と
。
伊
勢
も
見

事
３
位
で
シ
ー
ド
権
獲
得
。

◆
第
８‐
回
箱
根
駅
伝
応
援

定
位
置
の
大
平
台
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ

で
母
校
を
応
援
。
ま
さ
か
の
上
野
選

手
の
ブ
レ
ー
キ
で
厳
し
い
ス
タ
ー
ト
だ

っ
た
が
、
２
区
エ
ー
ム
局
橋
君
よ
り
徐
々

に
順
位
を
上
げ
、
５
区
中
村
選
手
も

区
間
２
位
の
過
し
い
山
登
り
で
往
路

順
位
６
位
と
な
る
。
復
路
は
山
く
だ
り

で
４
年
連
続
の
「ヽ
ン
ュ
ン
ス
ケ
」
コ
ー
ル
。

例
年
よ
り
若
千
苦
し
そ
う
な
表

情
だ
っ
た
が
、
や
は
り
区
間
賞
。
７
区

家
高
主
将
区
間
２
位
の
貫
禄
、
８
区

奥
田
選
手
は
区
間
賞
と
復
路
も
徐
々

に
追
い
上
げ
、ゴ
ー
ル
手
前
に
先
回
り

し
た
私
た
ち
の
前
を
最
終
ラ
ン
ナ
ー

田
村
選
手
、周
囲
を
巻
き
込
ん
で
の
「田

村
」
コ
ー
ル
。
あ
と
１
０
０
メ
ー
ト
ル
日

本
橋
寄
り
だ
っ
た
ら
３
位
の
日
大
選

手
を
捉
え
た
か
も
し
れ
な
い
と
の
思

カ

駿
鏑
鑢
響

経
欝

鹸

六

い
が
「タ
ラ
、
レ
バ
」
Ｃ
フ
ア
ン
の
心
情
。

わ
ず
か
１
秒
差
で
総
合
第
４
位
。

一一　
　
　
　
　
　
　
饉
醸
磯
様
な
一一一一一一・〓・

一１
．
細
谷
　
教
雄

（理
工
学
部
一禁
）

徘
徊
会
で
は
、
春
と
秋
に
東
京
都

内
を
中
心
に
し
て
、
数
キ
ロ
を
歩
き

江
戸
文
化
の
香
り
の
残
る
普
段
見
逃

し
て
る
も
の
の
見
学
や
面
白
い
も
の

を
発
見
す
る
会
を
開
催
し
て
お
り
ま

す
。
徘
徊
後
は
、
学
生
時
代
に
戻
っ
て

皆
で
わ
い
わ
い
が
や
が
や
お
し
や
べ
り

し
な
が
ら
の
楽
し
い
飲
み
会
が
待
っ
て

い
ま
す
。

昨
年
は
、
７
月
に
冒
印
川
宿
徘
徊
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
京
浜
急
行
平
和

島
駅
か
ら
鈴
が
森
刑
場
跡
、
ほ
ん
せ

ん
じ
品
川
寺
や
品
川
神
社
な
ど
を
見

学
し
な
が
ら
、
旧
東
海
道
を
品
川
駅

近
く
ま
で
散
策
し
ま
し
た
。
今
年
も

多
く
の
会
員
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、徘
徊
ま
た
は
飲
み
会
の
み
の

ご
参
加
や
家
族
な
ど
の
同
伴
者
の
参

加
も
歓
迎
し
ま
す
の
で
、遠
慮
な
く
お

出
で
下
さ
い
。
参
加
希
望
の
方
は
、
幹

事
ま
で
連
絡
先
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

［行
事
担
当
者
］

細
谷
　
教
雄
（ほ
そ
や
　
み
ち
お
）

日
お
Ｆ
ざ
旨
ｏ
∽ｏ
く
”
⑮
ュ
中
ヽ
い
①
・」も

埼
玉
県
志
本
市
本
町
６
１
２
１
２０

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
４
８
（４
７
２
）
４
７
８
１

懸晰羹

歌い出したら止まらない

はN憑了
督:彙は 警

伊勢駅伝応援風景 出雲駅伝応援風景

本   社 東京都中央区新富1丁目6番10号

東京営業所 東京都中央区新富1丁目4番 6号

〒104-004 1  電 話 東京(3551)9 5 2 1～5番

FAX 東京 (3553)2919番

代表取締役
社   長 川 嶋 直 人

川嶋産業株式会社
ビジネスにプライベートに最適な国際電話サービス登到易!

日短テレコム
高品質 ・超格安 |

24時間いつでもアメリカヘ1分

日短テレコム 堀丼まで
9:00-1フ :00(土日祝日、年末年始を除く)
丁ELi03-3246-1208 FAX:03-3246-1461
E―mailirep@nttan―telecom com ip

※一般加入電話
からのみ可能
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会
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堀
丼
　
勉

（理
工
学
部
一む

１
　
活
動
報
告

２
０
０
４
年
７
月
２９
日
お
よ
び
２
０

０
５
年
１
月
２７
日
の
２
回
に
わ
た
り

理
工
学
部
１
２
３
５
号
室
に
お
い
て
「ダ

イ
レ
ク
ト
・マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
の
研
究

を
行
っ
た
。

第
３
回
は
ダ
イ
レ
ク
ト
・マ
ー
ケ
テ

イ
ン
グ
の
「成
功
事
例
他
」
に
つ
い
て
の

研
究
を
行
っ
た
。

第
４
回
は

ダ
イ
レ
ク
ト
・マ
ー
ケ
テ

イ
ン
グ
の
「広
報
宣
伝
活
動
他
」
に
つ

い
て
の
研
究
を
行
っ
た
。

講
師
は
ド
イ
ツ
の
ワ
イ
ン
卸
販
売

会
社
で
日
本
に
お
い
て
ワ
イ
ン
の
ダ
イ

レ
ク
ト
・セ
ー
ル
ス
の
草
分
け
的
存
在

で
あ
る
ピ
ー
ロ
ー
ト
社
の
ゲ
ー
リ
ー
・ロ

ン
さ
ん
に
お
願
い
し
た
。

研
究
と
と
も
に
ワ
イ
ン
の
試
飲
会

も
併
せ
て
行
い
、
ワ
イ
ン
の
産
地
に
よ

る
特
色
な
ど
も
試
飲
も
交
え
て
ご
説

明
い
た
だ
き
参
加
者
一同
懇
親
も
深

め
た
。

第
３
回
の
会
合
に
は
ピ
ー
ロ
ー
ト

社
本
社
の
ベ
ツ

ズ
社
長
が
当
研
究
会

を
訪
問
さ
れ
、有
意
義
な
会
を
持
？
」

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
の
模
様

が
ピ
ー
ロ
ー
ト
社
の
社
内
報
に
掲
載

さ
れ
、
全
世
界
の
ピ
ー
ロ
ー
ト
社
員
数

万
人
に
に
広
く
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、ピ
ー
ロ
ー
ト
・ジ
ャ
パ
ン
社
の

相
談
役

（前
社
長
）
は
３６
年

（法
）
卒

の
前
島
一夫
さ
ん
で
す
。
本
企
画
に
対

し
、
最
大
限
の
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り

ま
す
の
で
ご
参
考
ま
で
に
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。

２
　
今
後
の
活
動
予
定

２
０
０
５
年
も
７
月
と
２
０
０
６
年

１
月
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
研
究
を
行

う
予
定
。

３
　
会
員
募
集

一互
―
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
同
好
会
の
名

前
は
堅
い
の
で
す
が
、
堅
い
話
は
抜
き

に
し
て
楽
し
く
語
ら
う
会
で
す
の
で

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

［連
絡
先
］

堀
井
　
勉

メ
ー
ル

●
ｏ
ユ
⑤
ユ
一Ｓ
●
‐一①一８
ｏ
日
・８
・ピ
又
は

，
Ｒ
摯
∽“
８
日
ｃ
Ｏ
く
σ
ぴ
・“
ｇ
ｏ
ま
で

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一．一一一．
一
一
一一．．．
．．

一
グ
ル
メ
同
好
△
奮
■
■
―

一
屋
形
船
で
天
ぶ
ら
満
喫

一１
．　

佐
藤
　
愛
子

（文
学
部
卒
）

４
月
１６
日
、江
戸
文
化
徘
徊
・写
真
・

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
と
共
催
で
、
隅
田

川
の
屋
形
船
で
の
お
花
見
と
浅
草
界

隈
散
策
ツ
ア
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

総
勢
１７
名
が
厩
橋
の
「
駒
形
」
に

集
合
し
、
貸
し
き
り
の
屋
形
船
に
乗

り
込
み
い
ざ
出
陣
―
お
花
見
は
、
船

上
か
ら
対
岸
の
散
り
ゆ
く
桜
が
か
す

か
に
眺
め
ら
れ
る
だ
け
で
し
た
が
、
船

内
で
は
３
人
の
死
気
な
姥
桜
？
が
満

開
状
態
。

揚
げ
立
て
の
魚
、
海
老
な
ど
種
類

豊
富
な
天
ぷ
ら
や
お
刺
身
等
生
豪
華

料
理
に
、
飲
め
や
唄
え
の
大
宴
会
は

さ
な
が
ら
竜
宮
城
。
発
足
し
た
ば
か

り
の
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
を
筆
頭
に
、
マ

イ
ク
大
好
き
な
メ
ン
バ
ー
た
ち
の
甘
い

美
声
に
酔
い
し
れ
て
、
船
上
に
上
が
る

と
冷
た
い
風
が
心
地
よ
く
、
全
員
で

記
念
撮
影
。

下
船
後
は
、
ほ
ろ
酔
い
気
分
で
浅

草
粂
か
ら
ぶ
ら
移
動
。
浅
草
寺
に
参
拝

後
、
仲
見
世
を
散
策
し
な
が
ら
甘
味

処
で
お
土
産
を
買
い
、全
国
展
開
の
リ

サ
イ
ク
ル
着
物

「た
ん
す
屋
」
さ
ん
（堀

井
会
長
の
ご
紹
介
）
に
て
天
頂
さ
ん
よ

り
価
値
あ
る
古
い
着
物
を
い
か
に
現

代
風
に
蘇
ら
せ
る
か
、
ま
た
、
現
代
の

着
物
志
向
や
最
近
の
静
か
な
着
物
ブ

―
ム
に
つ
い
て
の
説
明
を
伺
い
ま
し
た
。

店
内
は
お
客
さ
ん
が
絶
え
間
な
く
、

発
想
を
転
換
し
て
の
新
し
い
ビ
ジ
ネ

ス
ス
タ
イ
ル
に
感
じ
い
り
ま
し
た
。
神

谷
バ
ー
に
も
立
ち
寄
り
古
き
良
き
昭

和
の
ノ
ス
タ
な
ン
ー
に
浸
り
つ
つ
第
２

会
場
へ
。
さ
す
が
浅
草
、
土
曜
日
の
人

出
で
ど
こ
も
満
杯
。
団
体
な
ど
ほ
ぼ

無
理
な
の
に
、
必
死
に
何
軒
も
別
の

店
を
探
し
て
く
れ
た
浅
草
っ
子
の
お

兄
さ
ん
に
感
謝
し
つ
つ
、
冷
え
た
生
ビ

ー
ル
で
ま
た
乾
杯
―
人
情
溢
れ
る
浅

草
の
味
に
心
を
残
し
な
が
ら
帰
途
に

つ
き
ま
し
た
。

だ
か
ら
止
め
ら
れ
な
い
４８
会
。
な
ぜ

か
ま
た
来
て
し
ま
う
４８
会
と
言
わ
れ

る
よ
う
な
楽
し
い
企
画
を
今
後
も
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

次
回
は
鯨
‥
。の
予
定
で
す
。

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一・一一・一一一・一一一一一一一―
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蒸
蟄
鷲
ユ

孝
悦

（理
工
学
部
一む

今
回
、
「
温
泉
同
好
会
」
を
設
立
い

た
し
ま
し
た
。

ご
参
加
希
望
の
方
は
、
メ
ー
ル
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

三
森
孝
悦
ま
で

一
”
庁
”
⑮

り
の
‐
∽
り
”
の
〇
〇
〇
ョ

一
写
真
一日
好
〈爾
●
〓

榎
本
　
首
〓
　
（文
学
部
卒
）

写
真
同
好
会
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
同
好

会
と
共
催
で
昨
年
二
度
の
山
歩
き
を

楽
し
み
ま
し
た
。

第
１
回
は
６
月
５
日
の
「高
尾
山
ハ

イ
キ
ン
グ
」
。
八
王
子
か
ら
タ
ク
シ
ー

で
和
田
峠
ま
で
行
き
、
そ
こ
か
ら
陣
馬

山
へ
。
６
月
と
し
て
は
珍
し
く
空
気
の

澄
ん
だ
日
で
、
一昌
士
山
を
は
じ
め
遠

く
南
ア
ル
プ
ス
ま
で
見
渡
せ
る
ほ
ど
の

好
天
。
新
緑
の
中
を
景
信
山
か
ら
高

尾
山
ま
で
縦
走
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
森
、
坂
本
、
若
狭
、榎
本
の
４
名
。

第
２
回
は
１１
月
６
日
の
「
御
嶽
大

岳
ハ
イ
キ
ン
グ
」
。
御
嶽
駅
か
ら
ケ
ー

ブ
ル
下
ま
で
タ
ク
シ
ー
で
。
山
頂
駅
か

ら
歩
き
始
め
、
大
岳
山
へ
。
赤
と
黄
色

の
秋
色
の
中
を
日
没
と
そ
の
速
さ
を

競
う
よ
う
に
鋸
山
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

鋸
山
の
真
下
が
奥
多
摩
駅
で
し
た
が
、

駅
に
着
い
た
と
き
は
真
っ
暗
。
駅
前
の

食
堂
で
の
下
山
祝
い
は
夜
の
帳
の
中
。

帰
宅
は
深
夜
に
お
よ
び
ま
し
た
が
、楽

し
い
１
日
で
は
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者

は
、
森
、
小
野
塚
、
若
狭
、
榎
本
の
４
名
。

次
回
は
、
１７
年
１１
月
１９
日
の
筑
波
山

で
す
。

ピー□― 卜社の社内報の記事

風に吹かれて記念撮影

大岳山頂にて



●
第
４０
回
幹
事
会

日
時
　
２
０
０
４
年
５
月
１２
日
（水
）

場
所
　
中
央
大
学
駿
河
台
記
念
館

議
事
　
第
６
回
総
会
当
日
の
運
営
に

つ
い
て

●
第
４‐
回
幹
事
会

日
時
　
２
０
０
４
年
６
月
１２
日
（土
）

場
所
　
中
央
大
学
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス

議
事
　
第
６
回
総
会
の
進
行
に
つ
い
て

●
第
６
回
総
会

日
時
　
２
０
０
４
年
６
月
１２
日
（土
）

場
所
　
中
央
大
学
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス

参
加
者
　
３０
名
（詳
細
は
別
掲
）

●
第
４２
回
幹
事
会

日
時
　
２
０
０
４
年
７
月
１２
日
（月
）

場
所
　
中
央
大
学
駿
河
台
記
念
館

議
事
　
第
６
回
総
会
報
告
。今
後
の

活
動
予
定

●
臨
時
幹
事
会

日
時
　
２
０
０
４
年
９
月
２４
日
（金
）

場
所
　
中
央
大
学
駿
河
台
記
念
館

議
事
　
第
１５
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

参
加
に
つ
い
て

●
第
４３
回
幹
事
会

日
時
　
２
０
０
４
年
１１
月
１２
日
（金
）

場
所
　
中
央
大
学
駿
河
台
記
念
館

議
事
　
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
総
括

●
２
０
０
４
年
白
門
４８
会
忘
年
会

日
時
　
２
０
０
４
年
１２
月
２
日
（木
）

場
所
　
駿
河
台
記
念
館
ポ
ン
ヌ
フ

参
加
者
　
１５
名

●
２
０
０
５
年
白
門
４８
会
新
年
会

日
時
　
２
０
０
５
年
１
月
１２
日
（水
）

場
所
　
小
石
川
「い
ろ
は
寿
司
」

参
加
者
　
１６
名

●
第
４４
回
幹
事
会
上
一役
会

日
時
　
２
０
０
５
年
３
月
１２
日
（土
）

場
所
　
中
央
大
学
後
楽
園
キ
ャ
ン
パ
ス

議
事
　
第
７
回
総
会
の
開
催
準
備
に

つ
い
て
。役
員
の
改
選
に
つ
い
て

●
第
４５
回
幹
事
会

日
時
　
２
０
０
５
年
４
月
１２
日
（火
）

場
所
　
中
央
大
学
後
楽
園
キ
ャ
ン
パ
ス

議
事
　
第
７
回
総
会
当
日
の
運
営
に

つ
い
て

●
第
４６
回
幹
事
会

日
時
　
２
０
０
５
年
５
月
１２
日
（木
）

場
所
　
中
央
大
学
後
楽
園
キ
ャ
ン
パ
ス

議
事
　
第
７
回
総
会
当
日
の
進
行
に

つ
い
て

●
第
７
回
総
会

日
時
　
２
０
０
５
年
６
月
１２
日
（日
）

場
所
　
一只
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

参
加
者
　
４３
名
（詳
細
は
別
掲
）

●
白
門
４８
会
二
役
会

日
時
　
２
０
０
５
年
６
月
２４
日
（金
）

場
所
　
中
央
大
学
駿
河
台
記
念
館

議
事
　
第
７
回
総
会
報
告

●
第
４７
回
幹
事
会

日
時
　
２
０
０
５
年
７
月
１２
日
（火
）

場
所
　
中
央
大
学
後
楽
園
キ
ャ
ン
パ
ス

議
事

第
７
回
総
会
総
括
・今
後
の

活
動
予
定

<白門48会 連絡先>

住所。勤務先変更、新規会員紹介、同好会活動、お問

い合わせ等何でもご連絡ください。

白F]48会幹事長 石坂 隆

中央大学図書館都心キャンパス事務局

〒112-8551 文京区春日1-13-27

TEL 03-3817-1976

FAX 03-3817-1978

〈
〓
口員
墓
〓
栗

‥
・

お
申
し
込
み
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
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